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（1）NJSK　浄化槽にいがた　87号

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　昨年中は、会員をはじめ関係者の皆様には、格別の
ご支援とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　昨年は、 4月 1日に一般社団法人への移行を果たす
とともに、 9月には、本県において第 1回目となる日
本環境整備教育センターの浄化槽管理士講習会を誘
致・開催したところであり、浄化槽業務従事者研修会
も 3会場において開催しました。
　また、一般社団法人移行に併せて表彰規程などの各
種規程の整備を行うとともに、浄化槽関係団体との連
携強化にも努めてきたところです。
　さて、当協会は昭和43年 5 月に県当局のご指導のも
とに、浄化槽の設計、施工及び維持管理を業とする者
を会員とする社団法人として設立されたところであ
り、以来、会員及び各支部の協力を得ながら、浄化槽
に関する技術の向上や浄化槽の普及促進及び適正な維
持管理体制の整備に努めてきましたが、 3 年後には、
創立50周年という大きな節目を迎えることとなり
ます。
　このような中、本年におきましては、引き続き研修
事業等の公益目的事業を着実に推進していくととも
に、浄化槽設備士などの国家資格を取得できる日本環
境整備教育センターの指定講習会の誘致・開催にも引
き続き努めてまいります。
　平成25年の「今年の漢字」は、日本中が「輪」になっ
て歓喜に沸いた年、人とのつながりの「輪」を感じた
年、未来に向けた更なる「輪」を実感した年というこ
とで「輪」が選ばれました。
　当協会においても「輪」を大切にして、役員一同、
各種事業の推進を通じて協会の設立目的である「県民
の生活環境の保全及び公衆衛生の向上」に寄与する所
存でございますので、皆様からのなお一層のご指導ご
支援をお願い申し上げます。
　終わりに、新しい年が皆様にとりまして、よりよい
年でありますようご祈念申し上げ新年の挨拶といたし
ます。

　　　　　一般社団法人新潟県浄化槽整備協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役員一同

　新年あけましておめでとうございます。
　一般社団法人新潟県浄化槽整備協会の皆様におかれ
ましては、平素より浄化槽行政の推進に対し、格別の
御理解と御協力を賜り深く感謝します。
　貴協会におかれましては、浄化槽の「普及促進」と
「適正な維持管理」を通じ、県民の皆様の快適で衛生
的な生活の確保に、日々御尽力をいただいていること
に対し、深く敬意を表します。
　まず、浄化槽をめぐる動向について申し上げます。
　環境省では、平成26年度の循環型社会形成推進交付
金（浄化槽分）として総額8,421百万円の予算措置を
予定しております。
　県内の浄化槽の設置基数は減少しているものの、合
併処理浄化槽の設置基数は、平成24年度末で49,181基
と前年度から1,385基増加し、合併処理浄化槽への転
換が進んできております。
　県といたしましては、国の動向も踏まえ、浄化槽整
備の主体である市町村と連携・協力し、必要な予算の
確保、普及啓発等の取組を推進してまいります。
　次に、法定検査の状況について申し上げます。
　本県の11条検査の受検率は、平成24年度で70.7％と、
全国の31.8％（平成23年度）を大きく上回る水準を維
持しており、これは皆様方の努力の賜と感謝申し上げ
ます。
　しかしながら、未だ 3割は未受検となっており、今
後、県では、昨年度に小千谷市で実施したモデル事業
の成果を踏まえ、関係者と連携し県民の皆様の法定検
査への理解に向けた啓発や督促等の取組を拡大してま
いります。
　皆様におかれましても、浄化槽の普及促進とその信
頼性確保に向け、引き続き御尽力いただきますようお
願い致します。
　終わりに、皆様方の益々の御健勝と御発展を祈念い
たしまして新年の挨拶とさせていただきます。

　　　新潟県県民生活・環境部　廃棄物対策課
　　　　　　　　　　　　　　　課長　佐藤　武幸

新年のごあいさつ新年のごあいさつ 新年のごあいさつ新年のごあいさつ
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NJSK　浄化槽にいがた　87号（2）

　下水道、集落排水、浄化槽等の汚水処理施設の整備
状況をあらわす汚水処理人口普及率の平成24年度末の
実績は県全体で83.7％、うち浄化槽は5.4％となってい
ます。平成23年度末実績と比べて、それぞれ、1.0ポ
イント増、0.1ポイント減となっており、汚水処理人
口普及率は年々増加しています。

県内の汚水処理と浄化槽整備事業の実施状況
新潟県県民生活 ･環境部廃棄物対策課

汚水処理人口普及率

浄化槽整備事業の実施状況

　浄化槽整備における市町村事業としては、設置した
個人に補助金を交付する「個人設置型」と市町村自ら

市町村名

汚水処理
人口普及率

浄化槽整備事業実施
の有無

浄化槽整備事業
における整備実績

H24実績 H25.9.1現在 H24実績（基）

全体 うち浄化槽 個　人
設置型

市町村
設置型

個　人
設置型

市町村
設置型

新潟市 83.7% 1.5% ○ ○ 127  26 
長岡市 96.4% 2.2% ○ ○  56  1
三条市 49.5% 21.7%
柏崎市 97.6% 6.9% ○  87 
新発田市 59.6% 8.1% ○  17 
小千谷市 98.5% 3.4% ○  1 
加茂市 71.2% 5.6% ○  10 
十日町市 93.1% 4.5% ○  36 
見附市 92.2% 1.7% ○  11 
村上市 95.5% 5.5% ○  6 
燕市 54.5% 10.3%

糸魚川市 93.8% 6.5% ○ ○  1  30 
妙高市 85.5% 5.8% ○  10 
五泉市 69.8% 13.5% ○  55 
佐渡市 83.0% 9.7% ○  63 
上越市 85.8% 3.5% ○ ○ 123 
阿賀野市 75.1% 11.0% ○  1 
魚沼市 99.6% 0.8% ○  1 
南魚沼市 96.7% 5.1% ○ 17
胎内市 98.8% 0.8%
聖籠町 99.6% 0.0%
弥彦村 99.9% 0.1%
田上町 52.0% 20.2% ○  10 
阿賀町 98.6% 7.7% ○  3 
出雲崎町 99.4% 9.8%
湯沢町 94.6% 9.0%
津南町 97.5% 1.8%  2 
刈羽村 99.3% 74.7%
関川村 97.7% 6.3%
粟島浦村 100.0% 0.0%
合計 83.7% 5.4% 17 6 584 110

※浄化槽整備事業の対象地域、補助金額等は市町村により異なります。
※市町村単独で行った整備数は含みません。

が整備を行う「市町村設置型」があり、現在、個人設
置型は17市町、市町村設置型は 6 市が実施していま
す。また、一部市町村で単独処理浄化槽の撤去費用も
対象としているところです。
　なお、平成24年度の整備実績（全県）は、個人設置
型で584基、市町村設置型で110基、計694基となって
います。
　単独処理浄化槽からの転換も含め、効果的な浄化槽
の整備が図られるよう、国の補助事業の動向等も注視
しつつ、市町村と連携・協力してまいります。
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（3）NJSK　浄化槽にいがた　87号

　当事業は新潟県補助事業であり、毎年多くの関係者
が参加されています。
　今年度は県内 3会場にて研修会が計画され、新潟会
場に於いて研修会が開催されました。
　新潟会場
　　開催日　平成25年12月 5 日（木）
　　　　　　10：00～16：20
　　会　場　新潟県トラック総合会館　 6階　大研修室
　　参加者　87名
　　プログラム
　　　 1　「新潟県の浄化槽行政について」
　　　　新潟県県民生活・環境廃棄物対策課
　　　　　　　資源循環推進係　主任　児玉康宏　氏
　　　 2　「新潟市公設浄化槽事業について」
　　　　新潟市下水道部経営企画課
　　　　　　　　　　　　　　　課長　川井直光　氏
　　　 3　「検査機器の取扱いと保守点検について」
　　　　笠原理化工業（株）　営業部
　　　　　　　　　グループリーダー　青鹿弘典　氏
　　　 4　「浄化槽の施工技術と留意点について」
　　　　（一社）浄化槽システム協会　技術委員会
　　　　　　　　　　　　　副委員長　古市昌浩　氏
　　　 5  　「浄化槽の保守点検・清掃のポイントにつ

いて」
　　　　ニッコー（株）　技術開発部　技術開発課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　北本悠太　氏
　　　　フジクリーン工業（株）　品質保証部
　　　　　　　品質管理課　課長代理　野村　誠　氏
　　　他　アンケート実施、修了証授与

「浄化槽業務従事者研修会」

　各会場にてアンケートを実施しております。今後の
研修会の参考とさせて頂きます。ご意見・ご感想をお
願いします。

平成25年度研修会を開催平成25年度研修会を開催

長岡会場
　開催日　平成26年 2 月 4 日（火）
　　　　　10：00～16：00
　会　場　長岡市立劇場　 3階　大会議室
　内　容
　　 1　新潟県の浄化槽行政について
　　 2　検査機器の取扱いと保守点検について
　　 3　浄化槽の施工技術と留意点について
　　 4  　浄化槽の保守点検・清掃のポイントに

ついて

上越会場
　開催日　平成26年 2 月 5 日（水）
　　　　　13：00～16：00
　会　場　上越市市民プラザ　 2階　第一会議室
　内　容
　　 1　新潟県の浄化槽行政について
　　 2　検査機器の取扱いと保守点検について
　　 3  　浄化槽の保守点検・清掃のポイントに

ついて

研修会開催のお知らせ
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NJSK　浄化槽にいがた　87号（4）

　平成25年度の県との意見交換会が、 8月29日午後 3
時半より「新潟東映ホテル」 2階朱鷺の間にて開催さ
れました。
　新潟県からは、佐藤課長・小林室長・小林係長・児
玉主任の 4名の方に出席いただき、協会からは会長他
21名が出席し、行政からの説明、当協会の要望に対し
て意見交換、質疑応答を行いました。
　行政説明については、①市町村別浄化槽設置基数及
び浄化槽法定検査の実施状況の推移、②平成24年度末
新潟県汚水処理人口普及率、③浄化槽整備協会に対す
る県費補助について、④環境省の基本検査（案）につ
いて、⑤小千谷市における未受検浄化槽対策モデル事
業について、詳細な説明がなされました。

1 　浄化槽法定検査の実施状況について
新潟県の実施状況

検査対
象基数

検査実施 検査結果
実施基数 実施率％ 不適合

基数 適合率％

７
条
検
査

Ｈ24年度 2,116 1,989 94.0 127 93.6

Ｈ23年度 2,234 1,962 87.8 101 94.9

11
条
検
査

Ｈ24年度 204,828 144,754 70.7 1,789 98.8

Ｈ23年度 210,658 147,859 70.2 1,930 98.7

合

計

Ｈ24年度 206,944 146,743 70.9 1,916 98.7

Ｈ23年度 212,892 149,821 70.4 2,031 98.6

2 　汚水処理人口の普及状況について
　平成24年度の新潟県全体の数値
　普及率　83.7％
　　内訳　下水道　　　70.3％
　　　　　集落排水　　 8.1％
　　　　　合併浄化槽　 5.4％
　内訳では下水道が1.4％の伸び、全体では1.0％の増
加となっています。
　県内市町村別汚水処理人口について
　汚水処理普及率上位
　　粟島浦村・弥彦村・魚沼市・聖籠町・出雲崎町
　合併浄化槽普及率上位
　　刈羽村・三条市・田上町・五泉市・佐渡市

平成25年度平成25年度

県との意見交換会を開催県との意見交換会を開催
3 　要望に対する回答
要望 　平成26年度新潟県浄化槽整備協会補助金等の確
保について

回答 　浄化槽の適正な維持管理の啓発のため、必要な
事業と考えており、今後とも予算確保に努めてい
く。協会としても浄化槽普及啓発事業等の実施に
努めていただきたい。

要望 　環境省の基本検査（案）の実施見込みについて
回答 　環境省は、浄化槽台帳等の整備状況が十分でな
く、11条検査の受験率が低いという現状を踏まえ
ると、基本検査を直ちに導入しうる状況でないた
め、現状を改善しながら、基本検査の導入の検討
を進めるとしている。今年度は、試験的な運用に
よる検討調査の実施を予定している。県として
も、基本検査（案）で示されている検査体制を参
考に、関係者と
検査体制の強化
に努めつつ、制
度見直しへの検
討を関係者と連
携して深めてい
きたい。

要望 　未管理浄化槽への指導について
回答 　未管理浄化槽の把握のため浄化槽台帳を整備し
たが、モデル事業の結果を踏まえると、まだ実際
には廃止・休止の浄化槽の把握が十分でない状
況。この廃止・休止浄化槽の実態把握、未管理浄
化槽への指導、法定検査未受検者対策は、平行し
て行っていきたい。

要望 　災害応援協定について
回答 　これまで、災害時には、市町村及び県からの要
請に基づく浄化槽の被害調査や応急復旧にご協力
いただき感謝する。新潟県地域防災計画について
は、平成25年 3 月の修正で、廃棄物関係では近隣
県との協力体制の整備、災害廃棄物のリサイクル
の推進、最終処分地の確保、仮置場での悪臭・害
虫発生防止、火災防止、有害物質対策について追
記したが、貴協会の役割や協定書の変更は考えて
いない。
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（5）NJSK　浄化槽にいがた　87号

開催日　平成25年10月 6 日（日）10時～16時
会　場　新潟市　万代シティ通り
　新潟市が開催した「環境フェア」に出展し、浄化槽
に関する正しい知識について広報活動を実施いたしま
した。昨年の来場者を50名も上まわる約350名に参加
いただき、165名の皆様よりアンケートに回答いただ
きました。
出展内容
　 1．ミニチュアモデルの展示

浄化槽メーカー（ニッコー㈱）のミニチュアモ
デルを展示し、浄化槽の構造・機能や汚水処理過
程について説明

　 2．パネルの展示
浄化槽により生活汚水がきれいに処理され自然

に戻される過程や、合併浄化槽の仕組み、浄化槽
の正しい使い方について解説したパネル展示

　 3．パンフレットの配布
浄化槽設置者には、保守点検・清掃・法定検査

の義務があること、一般家庭で生活排水を流す際
に注意すべき点について説明したパンフレット
を配布

　 4．クイズコーナー

「新潟市環境フェア」に参加「新潟市環境フェア」に参加 自由民主党 2団体に要望書提出
◎自由民主党新潟県支部連合会へ提出
　平成25年 9 月27日に要望書を提出し、11月15日に
は、新潟県議会 2階　自民党会議室にて、当協会の小
田島会長・佐野副会長・大岩事務局長が、要望書につ
いて説明をし出席議員と意見交換を行いました。
要望提出事項
1 ．「新潟県浄化槽整備協会補助金」の確保について
　○ 講習会・研修会の開催及び普及啓発等事業に対す
る補助

2．「浄化槽適正管理推進事業委託費」の確保について
　○ 法定検査未受検者及び保守点検未契約者に対する
指導に係る委託

◎自由民主党新潟市議会議員連盟へ提出
　平成25年11月 1 日に要望書を提出し、11月 7 日に
は、新潟市役所本館 6階会議室にて、当協会佐野副会
長・加藤副会長・大岩事務局長が要望書について説明
した後、情報交換を行いました。
要望提出事項
1 ．新潟市浄化槽整備事業（公設）の推進
2．浄化槽設置整備事業（個人設置）の予算の充実
3  ．単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に係
る普及啓発の充実
4  ．浄化槽の適正管理及び法定検査受検率向上のため
の指導、啓発の充実
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NJSK　浄化槽にいがた　87号（6）

　平成25年11月27日（水）新潟グランドホテルにおい
て、来賓に全国浄化槽団体連合会専務理事の伊藤英紀
氏をお招きし、富山・石川・福井・新潟の各県会長が
参加して「全国浄化槽団体連合会北陸地区協議会各県
会長会議」が開催されました。
　小田島北陸地区協議会長の開会あいさつで会議は始
まり、伊藤全浄連専務理事より来賓あいさつ、引き続
き全浄連における最近の動向について講演をしていた
だきました。
　その後下記議題について意見交換が行われました。
　・平成24年度決算及び事業報告について
　・平成26年度事業計画（案）について
　・情報交換
　　　会員に対する技術研修会の実施状況と課題
　　　法定検査について
　　　単独浄化槽からの合併浄化槽への転換について
　　　会員減少への取り組み状況

開催日　平成25年 8 月29日（木）
場　所　東映ホテル　 2階「朱鷺の間」
　理事数29名、出席理事22名にて平成25年度第 2回理
事会が開催されました。
　第 1号議案「平成25年度事業及び予算執行状況」
　平成25年度主要事業実施計画
　浄化槽管理士講習（新潟会場）開催について
　浄化槽設備士講習の誘致について
　機能保証制度の一部改正について
　各支部の平成24年度事業・決算状況
　以上について審議がなされ承認されました。

　新潟県浄化槽法定検査管理協議会　クロスチェック
委員会が下記の通り開催されました。
開催日　平成25年10月 7 日（月）
場　所　新潟県庁行政庁舎　 5階　506会議室
　クロスチェック委員会は効率化11条検査における採
水員の行う検査の精度管理を行う目的で組織されてい
ます。年 2回開催してクロスチェックの調査の結果に
ついて検査の精度を協議する場となっています。
［ 2次検査実施状況（24年度）］

上　期 下　期 合　計
11条検査実施数 72,784 60,942 133,726
11条検査不適数 515 549 1,064
2 次検査実施数 515 549 1,064
2 次検査未実施数 0 0 0
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〒 950－0088 新潟市中央区万代4丁目1番11号
　　　　　　太陽生命新潟ビル9階
☎025－248－1400　FAX.025－248－1414

支部活動紹介支部活動紹介
　今回で、第 4 回目となりました支部紹介です。近
年、下水道の普及による会員減少に歯止めを掛けるべ
く、各支部ともに魅力ある活動に取り組んでいる所
です。
　今回は新潟支部と村上支部を紹介致します。新潟支
部については、成り立ちが他支部と違い昨年から活動
を始めた所です。

　新潟支部の会員数は36社
を数えますが、大半が旧新
潟市内に事務所や営業所を
有するものです。

　新潟支部は、これまで、「新潟市浄化槽協会」が新
潟支部を兼ねていたため、独自の支部活動は行ってき
ませんでした。この新潟市浄化槽協会は、昭和50年 3
月に新潟市内の浄化槽関係 3団体を構成員として設立
されましたが、この際、当協会の新潟支部を兼ねると
しました。
　新潟市浄化槽協会の事務局は、新潟市環境対策課内
に置かれていますが、同事務局の負担を減らすため、
新潟支部の業務を、平成25年 2 月 1 日から、整備協会
事務局が担うこととしました。
　新潟支部独自の活動を開始したのは、平成25年度か
らとなります。平成25年 4 月 4 日に新潟市内のホテル
において、支部総会を
開催し、支部規約の制
定、事業計画・予算の
決定及び支部役員選出
を行いました。

真剣に取り組ん
でいます。

　支部運営においては、整備協会からの支部運営費交
付金と窓口業務交付金のみを財源として、支部会費は
徴収しないこととしました。簡素で効率的な支部運営
に努めることとしています。

支部

新 潟

　村上支部は、昭和48年設
立の支部です。
　当時の会員数で55社程あ
りましたが、下水道の普及
等に伴い年々減少し今は23
社で活動しています。
　古くからの会員が多いせいと狭い土地柄からか、皆
顔見知りであり、会員同士非常に仲の良い支部です。
　当支部の活動については、総会は当然、会員の親睦
を兼ね先進的な活動をしている他県の支部との懇談
会、浄化槽メーカーの工場見学、浄化槽センターの見
学等視察研修を行っています。
　又、会員の資質向上に努め行政を含めた浄化槽関係
者懇談会を開催し、新型浄化槽の機能説明、県内の浄
化槽の現状等様々な分野の方からご講演をお願いして

おります。
　しかし、23社という
会員数ですので参加者
が少ないのが、悩みの
種です。

　今後も減少が進むのかどうなっていくのか見当もつ
きませんが、役員一同、全員参加の事業内容を検討し、
会員に還元できる支部作りを目指していきたいと思い
ます。

村

上
支部
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NJSK　浄化槽にいがた　87号（8）

公設浄化槽事業の取組み
　十日町市の下水道処理人口普及率は93.9％（平成24年
度現在）となりましたが、市街地と農村地域では普及率
に大きな差異があり、今後は農村地域中心の汚水処理施
設整備になります。平成17年度から個人で浄化槽を設置
して維持管理をする制度を取りやめ、全て市が設置し維
持管理を行う「十日町市浄化槽事業」を開始しました。
　また、所有者の希望があれば整備区域内に既に設置さ
れている合併処理浄化槽で、一定の条件を満たすものを
市が引き取り、公設浄化槽として維持管理する
制度も併設しました。
　創設開始から現在まで、整備と寄附採納を合わせて
467基の合併処理浄化槽が公設として機能しています。
　個人の負担は、浄化槽への排水管接続工事や放流管
工事の費用で、人槽区分に関わらず一律300,000円の
分担金と毎月の使用料を納めていただいています。

下水道フェアでの浄化槽展示
　当市では公共下水道区域の整備がほぼ終わったこと
から、今後は周辺地域での浄化槽による水洗化率の向
上が課題です。そのため例年実施している下水道フェ
アを、浄化槽普及促進の啓発活動の場として活用して
います。
　今年度は10月27日に環境フェアと同時開催しまし
た。自然環境を守り、快適な生活環境を実現する浄化
槽について、模型やパネルを展示し広く市民にPRし
ました。

合特法による一般廃棄物（し尿及び浄化槽汚泥）
処理業者の再編
　平成25年度に、「十日町市合理化事業計画」に基づ
き市内の一般廃棄物処理業者 4社を一本化し新しい組
織の中でし尿・汚泥処理業務を開始しました。新会社
は保守点検業務委託を受け、全市で370基の合併処理
浄化槽の点検・清掃等の維持管理業務に当たってい
ます。

【市町村の浄化槽行政の動き】【市町村の浄化槽行政の動き】

十日町市の浄化槽行政十日町市の浄化槽行政
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NJSK　浄化槽にいがた　87号（10）

　平成25年 9 月 9 日から 9月21日の13日間、公益財団
法人日本環境整備教育センター（以下「教育セン
ター」）は、三条市の燕三条地場産業振興センターを
会場として、「浄化槽管理士講習第 1回新潟会場」の
講習会を開催しました。当協会は、受付機関として、
会場確保等の協力をしました。

受講者は、新潟県内のほか県外からの参加者もあ
り、95名に達しました。県別の内訳は、新潟県84名、
富山県 2 名、石川県 2 名、福井県 1 名、福島県 3 名、
長野県 3名でした。新潟県の受講者のうち、当協会の
会員関係者は70名です。
　11月 1 日に、教育センターのホームページ上で合格
者（修了者）の発表が行われ、95名の受講者のうち、
合格者は81名で85.3％の合格率でした。

　当協会は、公益財団法人日本環境整備教育センター
主催の「平成26年度浄化槽設備士講習」及び「平成26
年度浄化槽技術管理者講習会」を新潟県へ誘致するこ
ととし、協議を行っています。
　同センター主催の上記講習会は、例年、東京会場や
宮城会場で開催されていますが、当協会会員の資格取
得の機会拡大を図るために、本県へ誘致することとし
ました。
　平成26年 2 月末に開催決定が行われる予定であり、
決定しましたら会員の皆様にお知らせします。

平成26年度浄化槽設備士講習 開催（案）

●講習期間　　平成26年 6 月 9 日～13日（ 5日間）
●会　　場　　燕三条地場産業振興センター
●受講資格　　 1級又は 2級管工事施工管理技士
　　　　　　　の資格を有する者
●受 講 料　　86，700円

平成26年度浄化槽技術管理者講習会 開催（案）

●講習期間　　平成26年 9 月24日～26日（ 3日間）
●会　　場　　燕三条地場産業振興センター
●受講資格　　浄化槽管理士であること
●受 講 料　　49，000円

浄 化 槽 管 理 士 講 習
受講者95名、修了者81名
第 1回新潟会場の結果発表

平成26年度 浄化槽設備士講習
平成26年度 浄化槽技術管理者講習会

新 潟 会 場 の 誘 致
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浄化槽保守点検業の登録事項の変更届について

　 9月に行われた浄化槽管理士講習で多くの方が修了
され浄化槽管理士となられました。
　浄化槽管理士が増加した登録業者は、登録事項の変
更届出が必要です。

提出書類
　浄化槽保守点検業者登録事項変更届出書
　（添付書類）
　浄化槽管理士免状の写し
　略歴書
　住民票の写し

提出先
　新潟県：主たる営業所を管轄する地域振興局
　新潟市：新潟市環境対策課水質係
※届出用紙は協会及び各支部へお問い合わせ下さい。

　開催日　平成26年 3 月12日（水）
　　【新規】　午前10時から午後 4時まで
　　【更新】　午後 1時30分から午後 4時まで
　会　場　新潟県庁　西回廊　講堂
　　　　　新潟市中央区新光町 4－ 1

採水員指定講習会（新規・更新講習）

～申請用紙の取扱いについて～

（予告）平成26年度　定時総会

　下記の申請用紙を取り扱っております。
　ご希望の方は、当協会へお問い合わせ下さい。
　　・浄化槽管理士証の申請書類
　　・浄化槽技術管理者受講修了証明証の申請書類

　日　時　平成26年 5 月22日（木）
　　　　　　総会開会　午後 3時～
　　　　　　懇 親 会　午後 5時15分～
　会　場　ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟
　　　　　　新潟市中央区万代 5－11－20

　昨年、2020年の東京オリンピック招致も決まり
今年は、ソチオリンピックとワールドカップが開
催されます。オリンピックでは、女子スキージャ
ンプが金メダルを期待されており応援しま
しょう。
　ワールドカップでも上位を狙える程の実力も付
いてきており楽しみなところです。
　政治においては、経済は上向きとは言うものの
4月より消費税が上がります。なかなか、先が見
えない状況ではありますが、まずは、結果はどう
あれ、オリンピックでの日本人の活躍を願ってお
ります。

編 集 後 記

CXN型
Next Standardアムズ小型合併処理浄化槽

嫌気分離接触ろ床方式

5.7.10人槽

SMCプレス（5.7人槽）

全浄協登録

型式適合認定

BOD 20mg/ℓ

T-N 20mg/ℓ

SS 15mg/ℓ

◎シンプル処理方式
◎スモール＆ストロングボディー
◎全高を低く抑えた浅型設計
◎ブロワ1台・タイマー不要
◎空気配管1系統
◎槽内落差50mm
◎環境省「省エネ基準」対応
◎窒素除去タイプ

新潟営業所　TEL 025-285-0331　FAX 025-285-2249
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